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目 的 

 ハタハタは青森県日本海沿岸において冬場の重要な漁獲対象種であり、漁獲魚のほとんどを 12 月に沿

岸へと来遊する産卵群が占めている。しかし、漁獲量の年変動が大きい魚種であることから漁期前に漁況

を予測する手法を開発する。  

 

材料と方法 

1. 未成魚分布調査 

重要魚類資源モニタリング調査（P5～23）と資源評価調査委託

事業（ハタハタ）（P60～70）により、平成 27 年 4 月～7 月に日

本海海域の 14 調査地点（図 1）において行った、試験船青鵬丸

（65 トン）のオッタートロール網操業結果を用いて、未成魚（0

歳魚、1 歳魚）の分布密度を求めた。曳網距離は網の着底から離

底までの距離とし、北川ら 1）の方法により求めた。曳網面積は

曳網距離に袖網間隔を乗じて求めた。平成 22 年以降の各年 4 月

～6 月にハタハタが入網した操業を抜き出し、調査年別に 0 歳魚、

1 歳魚それぞれの平均密度を求めて年別に比較した。なお、平成

27 年に漁獲したハタハタの年齢は、体長組成（P60～70）から、体長 65 ㎜未満を 0 歳魚、65 ㎜以上～120

㎜未満を 1 歳魚、120 ㎜以上を 2 歳魚以上とした。 

2.漁獲動向調査 

青森県日本海沿岸各漁協、支所が集計したハタハタ漁獲量を月別、銘柄別に集計した。また、本県と同

じ日本海北部系群を漁獲する秋田、山形、新潟の 3 県の漁獲量は、我が国周辺水域の漁業資源評価 2）の数

値を用いた。 

3.漁況予測方法の検討 

ハタハタ漁況予測の方法を検討した。予測項目は漁業関係者から要望のある漁獲量、年齢構成及び初漁

日とした。 

(1)漁獲量予測   

ハタハタ日本海北部系群は秋田県～青森県沿岸に産卵場があり、沿岸漁業の主漁期である 12 月には両

県で同じ産卵群を漁獲していると考えられる。秋田県水産振興センターでは、漁期前に年齢別の漁獲対象

資源量を推定、公表しており、この情報を用いて本県の予測を行った。なお、予測漁獲量は、後述する方

法で算出した資源量指数と青森県のハタハタ漁獲量との関係式を求め、得られた関係式に平成 27 年漁期

の資源量指数を当てはめて 100 トン単位で求めた。 

青森県ではハタハタ漁獲の大部分を、沿岸の小型定置網による産卵回遊群の漁獲が占めることから、漁

獲対象資源量に含まれる未成熟個体は漁獲対象とならない。そのため、資源量指数は、秋田県水産振興セ

ンターが公表する、秋田県海域における 1 歳魚～4 歳魚の雌雄込み年齢別推定漁獲対象資源尾数（ N1～N4）、

青森県でこれまでに行った魚体測定結果から求めた年齢別平均体重（ W1～W4）及び直近 3 ヶ年の雄 1 歳魚

と雌 1 歳魚の漁獲尾数（ Cm1、Cf1）を用いて以下の式から求めた。予測には、平成 20 年～平成 27 年まで

のデータを用いた。 

図 1. 未成魚分布調査地点 
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(2)初漁日予測   

新深浦町漁協岩崎支所の日別漁獲量（付表 1）から、同支所においてその年初めての水揚げが記録され

た日を初漁日とし、平成 27 年漁期の初漁日を予測した。初漁日は前年 3）と同様に、過去の初漁日、大潮

の暦から予測し、同時に沿岸水温（深浦定地水温）との関係を調べた。                   

 

結果と考察 

1.未成魚分布調査 

本県沖合において青鵬丸で漁獲したハタハタの、平成 22

年以降の年別年齢別平均分布密度を図 2 に示した。   

0 歳魚は平成 22 年以降、0.2 個体／1,000 ㎡、9.0 個体／

1,000 ㎡、35.0 個体／1,000 ㎡、21.6 個体／1,000 ㎡、12.8

個体／ 1,000 ㎡と推移し、平成 27 年は 0.2 個体／1,000 ㎡

と、6 ヵ年中 5 番目の密度であった。1 歳魚は平成 22 年以

降、4.0 個体／1,000 ㎡、2.4 個体／1,000 ㎡、38.9 個体／

1,000 ㎡、59.9 個体／1,000 ㎡、55.5 個体／1,000 ㎡と推移

し、平成 27 年は 12.0 個体／ 1,000 ㎡と、6 ヵ年中 4 番目の

密度であった。 

 

2.漁獲動向調査 

 青森県における漁獲量は、平成 20 年の 1,363 ト

ンをピークに平成 24 年まで減少が続いたが、平成

25 年に 796 トンと急増し、平成 26 年に 754 トン、

平成 27 年には 896 トンと好漁を維持した。また、

日本海北部系群 2)を漁獲する 4 県の漁獲動向につい

ては、産卵群を漁獲する秋田県と青森県の増減の動

向は概ね似通っていたが、平成 27 年は秋田県が前

年を下回ったのに対し、青森県は上回った（図 3)。 

 

3.漁況予測 

(1)漁獲量予測 

資源量指数と漁獲量との関係を図 4 に示した。資源

量指数と青森県漁獲量との関係式 (5％信頼区間)に平

成 27 年の資源量指数 2.1 をあてはめると、青森県の漁

獲量は 180 トン（信頼区間下限 0 トン～上限 377 トン）

と試算された。また、日本海北部系群の主な産卵場と

なっている秋田県における平成 27 年の漁獲対象資源

は 1、2 歳魚が主体となると推定され 4)、隣県であり、

同時期に同じ産卵群を漁獲している青森県においても

1、2 歳魚が主体となると考えられた。 

図 2. 青森県沖合における春季ハタハタ 0 歳

魚、1 歳魚分布密度の推移 
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図 3. 日本海北部 4 県のハタハタ漁獲動向 
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図 4. 資源量指数と青森県漁獲量の関係  
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 (2)初漁日予測 

これまでの研究結果から、ハタハタの接

岸には、沿岸水温と大潮が影響していると

考えられる。 

平成 19 年～平成 27 年の 11 月～12 月にお

ける深浦沿岸定地水温および平成 22 年～平

成 26 年の 5 ヵ年平均水温の推移を図 5 に、

平成 10 年以降の初漁日における沿岸水温を

表 1 に、大潮の初日（水温が 14℃未満に低

下した後の最初の大潮）と初漁日との関係

を図 6 に示した。 

初漁日の沿岸水温は平成 23 年が 10.8℃、平成 24 年が 14.3℃、平成 25 年が 13.4℃、平成 26 年が 12.7℃、

平成 27 年が 12.5℃であり、平成 10 年以降の初漁日の沿岸水温は 10.8℃～14.5℃の範囲で平均 13.4℃で

あった。近年の初漁日の沿岸水温は、平成 19 年及び平成 24 年を除き 14℃未満であり（表 1）、本県沿岸

にハタハタが接岸するための条件として、沿岸水温が 14℃未満に低下する必要があると考えられる。平成

27 年 11 月以降の沿岸水温は直近 5 ヵ年中で最も低く推移し、11 月 20 日に 14℃を下回った (図 5)。 

平成 27 年の初漁日予測にあたって、１つ目の判断条件である沿岸水温については、予測実施時点（ 11

月初旬）で低めに推移していたため、接岸を左右する要因とはならないと判断した（図 5）。平成 27 年の

初漁日は、もう一つの条件である大潮の初日と初漁日の関係から、12 月 8 日～12 日頃と推定した（図 6）。 

4.予測結果の検証 

平成 27年の青森県日本海側におけるハタハタ漁獲量は 896トンで、予測漁獲量比 238％であった（図 4）。

漁獲物年齢構成は、雌雄別体長別漁獲尾数から、雄は 160 ㎜台、雌は 180 ㎜台の 2、3 歳魚が主体となっ

ており、1 歳魚の割合は雄が 25％、雌が 14％であった。（図 7）。近年、青森県と秋田県の漁獲動向は異な

る傾向を示す年が見られ、秋田県の資源状態と本県の漁獲の関係に変化が生じている可能性がある。今後

は本県沖合の分布状況や漁獲物調査結果を基にした資源量推定を行い、予測手法を改善していく必要があ

ると思われた。 

平成 27 年漁期の初漁日は 11 月 30 日と予測よりも 9 日早かった（付表 1）。これは 11 月 28 日の大潮を

指標とした場合の予測初漁日（ 11 月 28 日～12 月 2 日）と合致する結果であり、平成 27 年 11 月の水温低

下が例年よりもかなり早く進み、5 ヵ年平均よりも 10 日早い 11 月 20 日に 14℃を下回ったため、1 周期早

い大潮から予測した日が実際の初漁日になったと考えられた。今後は漁期直前の水温状況等を加味し、必

要に応じて予測結果の修正を行い、漁業関係者に情報提供する必要があると思われた。 

図 5. 11 月～12 月の深浦沿岸定地水温の推移 

図 6. 大潮の初日とハタハタ初漁日の関係  

表 1. 初漁日の沿岸水温 

年月日 初漁日水温 年月日 初漁日水温

H10.12.10 13.6℃ H19.11.28 14.5℃

H11.12.15 13.5℃ H20.12.1 13.9℃

H12.12.10 13.2℃ H21.12.5 13.2℃

H13.12.10 13.7℃ H22.12.6 13.4℃

H14.11.28 13.4℃ H23.12.13 10.8℃

H15.12.8 13.9℃ H24.12.2 14.3℃

H16.11.29 13.7℃ H25.11.28 13.4℃

H17.12.2 13.6℃ H26.12.5 12.7℃

H18.12.5 13.4℃ H27.11.30 12.5℃
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図 7. 平成 27 年漁期における漁獲物の体長組成（左：雄、右：雌）  
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付表 1. 新深浦町漁協岩崎支所におけるハタハタ日別漁獲量                        単位： kg 
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